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Ⅰ はじめに  

本校は、令和２年度の試行を経て、令和３年度から『学校力向上に関する総合実践事業（地域連携）』の中

核校として、校区内の小学校３校、中学校１校との連携を図り、「カリキュラム・マネジメントの充実」と

「働き方改革の推進」の２つの柱を重点に中学校区の教職員の連携・協働による包括的な学校改善を推進して

いる。 

校長のリーダーシップの下、チームとしての協働意識を高め、保護者や地域と連携・協働する学校づくりを目

指しており、今年度は、更なる教育の質の向上に向け「一人一人の児童を全員で育てる」を取組の中心に据え

て４校で協議を重ね取組を進めている。 

 

Ⅱ 実践の概要 

 １ 中学校区における組織体制の確立 

近隣４校による学校力向上の取組を推進するため、既

存の小中連携協議会を活用し、年間４回の地域連携協議

会を含め、管理職部会の他、実務担当の教職員の部会を

設置し、定期的に取組を進めている。各校の協議会資料

は、４校が同じ観点で実践を共有・検証できるよう形式

を揃えるなど、日常的に実務レベルで担当者間での連携

が図られるよう工夫し、取組の進捗状況や今後の方向性

を確認している。 

 

２ カリキュラム・マネジメントの充実に向けた取組の検証 

  (1) 学校評価による検証 

    学校力向上に向けた共通実践の重点については、４校の学校評価の項目に位置付け、年間２回の評価を

行い検証することとしている。 

(2) 児童による検証～「学習の約束」の取組 

教員の授業改善の視点や学習規律など、教職員が共通

理解のもと、組織的に進める基本的な取組について、各

校の児童の実態や教職員の状況に応じて設定し、取組を

進めている。本校では、研修・情報部と教務部が連携

し、「そろえる指導」として「清明小スタンダード」を

設定している。毎月末には「学習の約束」として、授業

改善の視点を児童の側から評価し、授業改善の指標とし

て活用している。 

  (3) 小小、小中が連携した取組と検証 

   ① 小中合同研修会の実施 

近隣４校で部会を構成し、各部

会で交流している。７月７日には、

本校を会場に４校の教職員が集ま

り、本校教員の授業動画をもとに、

全８部会において、ＩＣＴを活用

した授業改善の方法等について研

修を行った。 

② 教科専科指導の取組の推進 

  本校の外国語専科教員が小学校３校、中学校１校を兼務し外国語の専科指導を行っている。外国語通

信の発行や中学校区での「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成、小中での外国語教員による相互乗り入れ授業

の実施などにより、各校の教職員の授業改善への意識が確実に高まっている。他に体育科の専科指導、

高学年の担任による交換授業などの取組を進めている。 

【研修後の教職員の声】 
・タブレットが導入され、授業の
中での活用場面を実際に見るこ

とができてよかった。 
・学内だけでなく有効な情報はど
んどん共有できればよいと思っ

た。 
・普段聞けない中学校の先生の話
や学校の様子を聞くことができ

て参考になった。 

【組織の構成】 

【学習の約束に係る児童の評価の変容】 



 

 

③ 近隣校と連携したキャリア教育（キャリアカフェ）の取組 

     中学校区内の小規模校と本校で、６年生の総合的な学習に

おいて活動計画を共有し、キャリア教育の取組の一環として

活動を構想し試行実施した。 

10月に本校を会場にして、

合同のキャリアカフェを開催し

た。会場には保護者や地域の

方を講師として招き、両校の児

童が様々な職業の話を聞いた

り、質問したりすることで職

業観を深めることができた。 

 

 ３ 働き方改革の取組と検証 

   本校では、加配事務職員を中心に「働き方改革のコアチーム」を設置し、学校ホームページや４校の事務

部会で取組を提案、実践、検証を促している。 

   (1) 情報共有システムの構築 

各校では教職員への連絡や共通理解が必要な確認事項等に、ＩＣＴを活用した取組を位置付けている。

本校では、Googleドライブを活用し各教職員が掲示板への書き込みの他、ファイルの閲覧など、出勤直後

と児童下校後の１日２回、必ず確認するようにしている。各種会議や打合せの時間の軽減により児童と向

き合う時間の確保につながっている。 

(2) 教職員の業務改善への意識を高める取組の推進 

    本校では、出退勤システムで使用している出退勤カードを「退勤予定時刻

表」のポケットに入れ、全教職員の目標退勤時刻が見えるようになっている。

毎日、全職員が目標時刻を決めることにより、一人一人の勤務時間に対する意

識向上につながっている。 

   (3) 学校事務の効率化を図る取組 

    学校徴収金の金銭事故防止と業務負担軽減のため、ゆうちょ銀行の「ゆうちょ

Biz ダイレクト」を利用し、保護者口座から自動引き落としで集金する取組の準備を進めている。手続き

の方法や経過は近隣４校で情報共有し、本校では次年度から利用開始を予定している。 

(4) 検証方法の確立 

    Googleフォームを活用し、校内で改善や削減が必要な業務についてアンケートを定期的に実施している。

集まったアンケートはコアチームの検討材料とし、業務改善に活用している。 
 

Ⅲ 実践による成果と課題 〈学校評価前期教育活動アンケートの教職員の結果より〉 

 ◇成果 

「ＩＣＴ機器の効果的な活用(肯定的評価95.8％：そう思う50％)」、「教職員の個々の良さからの学び(肯

定的評価 100％：そう思う 66.7％)」、「業務軽減の取組(肯定的評価 100％：そう思う 84.6％)」については、

肯定的評価の「そう思う」「少し思う」のうち、「そう思う」の割合が高い。 

 ◆課題 

「児童による自己評価の活用(肯定的評価 91.7％：少し思う 66.7％)」、「経営参画意識(肯定的評価

100％：少し思う 57.7％)」については、肯定的評価の「そう思う」「少し思う」のうち、「少し思う」の割

合が高い。 

教職員アンケートは、各項目とも概ね肯定的評価は高いものの、自己評価カードの取組や経営参画意識

において「少し思う」の回答の割合が「そう思う」を上回っていた。今後、職員間で取組を交流・共有し

たり、業務改善アンケート等により課題を明らかにしたりしながら改善を図っていきたい。 

 

退勤予定時刻表

定時まで

18:00

18:30

19：00以降

出退勤カード

【講師によるアンケート】 

・子どもたちの質問をする積極的な姿はとても素晴らし

かったです。講師側もとても楽しめたと思います。 

【児童によるアンケート】 

・いろいろな職業の人に質問することは、貴重な体験だ

ったと思います。この体験を将来にいかしていきたい

と思いました。 

【外国語通信（一部抜粋）】 

【青陵中学校区小学校ＣＡＮ－ＤＯリスト（９/２暫定版）（一部抜粋）】 

【退勤予定時刻表】 


